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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　キャッサバ芋からでんぷんを搾取した後の滓であるキャッサバ残渣を、でんぷん分解酵

素と微生物とでエタノール発酵し、

　得られたエタノール発酵物からエタノールを除去して、乳中の体細胞数を減少するキャ

ッサバ発酵残物を得て、

　該キャッサバ発酵残物を動物用飼料として用いることを特徴とする、キャッサバ発酵残

物の利用方法。

【請求項２】

　前記キャッサバ残渣を飼料とした場合に比べて、前記乳中の体細胞数が減少する、請求

項１に記載のキャッサバ発酵残物の利用方法。

【請求項３】

　前記でんぷん未抽出のキャッサバを原料としてエタノール発酵して得られる残渣を飼料

とした場合に比べて、前記乳中の体細胞数が減少する、請求項１に記載のキャッサバ発酵

残物の利用方法。

【請求項４】

　前記微生物が、クリベロミセス属微生物又はサッカロミセス属微生物である、請求項１

～３のいずれかに記載のキャッサバ発酵残物の利用方法。

【請求項５】

　前記乳中の体細胞数が６２６０００ cel ls /m lより少ない、請求項１～４のいずれか１項
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に 記 載 の キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 の 利 用 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 キ ャ ッ サ バ 芋 の で ん ぷ ん を 抽 出 し た 後 に 残 っ た キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 原 料 と し 、

こ れ を エ タ ノ ー ル 発 酵 し て エ タ ノ ー ル を 除 去 し た 後 に 残 っ た キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 を 、 動 物

用 飼 料 と し て 有 効 活 用 す る 方 法 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 キ ャ ッ サ バ 芋 を 含 め 、 で ん ぷ ん を 含 む 作 物 は 世 界 各 地 で 重 要 な 作 物 と し て 栽 培 さ れ て お

り 、 で ん ぷ ん は 、 食 用 や 工 業 原 料 と し て 広 く 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 ト ウ モ ロ コ シ で ん

ぷ ん は 、 食 用 と し て 利 用 さ れ る ほ か 、 ト ウ モ ロ コ シ を 原 料 と し て エ タ ノ ー ル を 製 造 す る こ

と が 行 わ れ て お り 、 エ タ ノ ー ル を 抽 出 し た 残 渣 （ ト ウ モ ロ コ シ Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ ： ト ウ モ ロ コ シ 醸

造 粕 ） を 家 畜 用 飼 料 と し て 利 用 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 引 用 文 献 １ ） 。

　 キ ャ ッ サ バ 芋 の 場 合 、 根 茎 に 含 ま れ る で ん ぷ ん を 食 用 に す る ほ か 、 で ん ぷ ん を 抽 出 し た

後 の キ ャ ッ サ バ の 残 渣 を 原 料 と し て 、 エ タ ノ ー ル を 製 造 す る こ と が 検 討 さ れ て い る （ 特 許

文 献 ２ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ８ ３ ９ ９ ２ ２ ４ 号

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ４ ?１ ４ ３ ３ ７ 号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ は 、 で ん ぷ ん を 含 む ト ウ モ ロ コ シ を 醸 造 し て 得 た 醸 造

粕 を 開 示 す る も の で 、 ト ウ モ ロ コ シ か ら で ん ぷ ん を 抽 出 し た 残 渣 を 原 料 と し て エ タ ノ ー ル

発 酵 し て 得 ら れ た も の を 開 示 す る も の で は な い 。 特 許 文 献 ２ は 、 で ん ぷ ん を 抽 出 し た キ ャ

ッ サ バ 残 渣 を エ タ ノ ー ル 発 酵 す る 技 術 で あ っ て 、 エ タ ノ ー ル 分 離 後 の 残 渣 の 利 用 を 開 示 す

る も の で は な い 。 す な わ ち 、 キ ャ ッ サ バ に お い て は 、 こ れ ま で 、 エ タ ノ ー ル 抽 出 後 の 残 渣

を 利 用 す る こ と は 行 わ れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 ア ミ ノ 酸 や ビ タ ミ ン 等 の 栄 養 価 が も と も と 乏 し い で ん ぷ ん 抽 出 後 の キ ャ

ッ サ バ 残 渣 （ 以 降 、 本 願 明 細 書 で は 、 単 に キ ャ ッ サ バ 残 渣 と い う 。 ） を 有 効 活 用 す る こ と

を 目 的 と し て 、 研 究 を 進 め た と こ ろ 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を で ん ぷ ん 分 解 酵 素 と 微 生 物 と で 発

酵 処 理 し 、 得 ら れ た キ ャ ッ サ バ 残 渣 の 発 酵 物 か ら エ タ ノ ー ル を 除 去 し て 得 ら れ た キ ャ ッ サ

バ 発 酵 物 の 残 渣 （ 以 後 、 「 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ 」 又 は 「 キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 」 と い う

） に は 粗 タ ン パ ク 質 含 有 量 が 豊 富 に 含 ま れ て い る だ け で な く 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （

キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 与 え た 乳 牛 の ミ ル ク 中 の 白 血 球 数 が 減 少 す る 知 見 を 得 て 、 キ ャ ッ

サ バ 発 酵 残 物 が 家 畜 の 病 気 等 の 予 防 に 寄 与 す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た

。

　 す な わ ち 、 本 発 明 の 目 的 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 原 料 と し た 栄 養 価 の 高 い 動 物 又 は 魚 類 用

飼 料 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 動 物 用 飼 料 で あ る キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ は 、 で ん ぷ ん 抽 出 後 の キ ャ ッ サ バ 残

渣 を 原 料 と す る も の で あ り 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を で ん ぷ ん 分 解 酵 素 と 微 生 物 と で 発 酵 処 理 し

た 後 、 当 該 ア ル コ ー ル を 除 去 し た 後 に 得 ら れ る も の で 、 好 ま し く は 、 発 酵 処 理 後 、 液 体 成

分 を 除 去 し て 得 ら れ る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ り 、 こ れ ま で 利 用 価 値 の な か っ た キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ を 栄 養 価 の 高 い 飼

料 と し て 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 キ ャ ッ サ バ 残 渣 及 び キ ャ ッ サ バ Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ デ ン プ ン を 抽 出 し て い な い キ ャ ッ サ バ

を エ タ ノ ー ル 発 酵 し 、 エ タ ノ ー ル を 除 去 し て 得 ら れ た 残 渣 ） と 比 較 し た 、 本 発 明 の キ ャ ッ

サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 与 え た 乳 牛 の ミ ル ク 生 産 量 を 示 す グ ラ フ で あ

る 。

【 図 ２ 】 キ ャ ッ サ バ 残 渣 及 び キ ャ ッ サ バ Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ と 比 較 し た 、 本 発 明 の キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ

Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 与 え た 乳 牛 の ミ ル ク 中 の ラ ク ト ー ス 含 量 を 示 す グ ラ フ で

あ る 。

【 図 ３ 】 キ ャ ッ サ バ 残 渣 及 び キ ャ ッ サ バ Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ と 比 較 し た 、 本 発 明 の キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ

Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） と を 与 え た 乳 牛 の ミ ル ク 中 の 体 細 胞 数 を 示 す グ ラ フ で あ る

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 す る 。

　 本 発 明 で 得 ら れ る キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を で ん ぷ ん 分 解 酵 素 と ク

リ ベ ロ ミ セ ス 属 微 生 物 と で 発 酵 処 理 し 、 得 ら れ た 発 酵 物 か ら 液 体 成 分 を 除 去 し て 製 造 す る

こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 と は 、 キ ャ ッ サ バ 芋 か ら で ん ぷ ん を 搾 取 し た 滓 で あ り 、 搾 取 後 の 水 分 含

有 量 は 、 通 常 、 ７ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 水 分 含 有 量 は

、 糖 化 発 酵 の た め に は 、 ３ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ れ ば よ い 。

　 ま た 、 乾 燥 し た キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 使 用 し て も よ い 。 乾 燥 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 使 用 す る 場 合

は 、 水 を 加 え 、 前 述 の 水 分 値 に 調 整 す れ ば よ く 、 ま た 、 乾 燥 キ ャ ッ サ バ を で ん ぷ ん 搾 取 後

の 高 水 分 含 有 の キ ャ ッ サ バ 残 渣 に 混 合 し て 使 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 は 、 そ の ま ま 発 酵 処 理 し て も よ い が 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 に 残 存 す る で ん ぷ

ん を 糊 化 す る た め 、 発 酵 処 理 の 前 に 加 熱 処 理 す る こ と が 好 ま し い 。 加 熱 条 件 は 、 ６ ０ ℃ 以

上 で 、 ５ 分 以 上 行 え ば よ い 。 加 熱 温 度 が ６ ０ ℃ 以 下 の 場 合 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 に 残 存 す る で

ん ぷ ん の 糊 化 効 率 が 低 く な る こ と が あ る 。

　 加 熱 時 間 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 加 熱 温 度 を 考 慮 し て 適 宜 定 め れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 加 熱 処 理 後 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 冷 却 し 、 で ん ぷ ん 分 解 酵 素 と 微 生 物 と で 発 酵 処 理 す る 。

で ん ぷ ん 分 解 酵 素 に よ る 処 理 と 発 酵 処 理 と は 、 別 々 に 行 っ て も よ い が 、 同 時 に 行 っ て も よ

い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 発 酵 処 理 に 用 い る 微 生 物 は 、 エ タ ノ ー ル 発 酵 に 使 用 で き る 微 生 物 で あ れ ば よ い が 、 酵 母

菌 が 好 ま し い 。 酵 母 菌 と し て 、 具 体 的 に は 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス 属 セ レ ビ シ エ （ Saccharomyce

s cerevisiae） 又 は ク リ ベ ロ ミ セ ス 属 マ ー キ シ ア ナ ス （ Kluyveromyces marxianus） を 用

い る こ と が で き る が 、 栄 養 価 の 観 点 及 び 発 酵 処 理 に お け る コ ン タ ミ ネ ー シ ョ ン を 防 止 す る

観 点 か ら 、 サ ッ カ ロ ミ セ ス 属 セ レ ビ シ エ よ り も 温 度 が 高 い 条 件 下 で も 生 育 及 び 発 酵 が 可 能

な 耐 熱 性 酵 母 で あ る ク リ ベ ロ ミ セ ス 属 マ ー キ シ ア ナ ス が 好 ま し い 。

　 発 酵 条 件 は 、 使 用 す る 酵 素 及 び 微 生 物 に 応 じ 、 適 宜 定 め て よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 使 用 す る ア ミ ラ ー ゼ 分 解 酵 素 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 で ん ぷ ん を 分 解 す る 酵

素 で あ れ ば よ く 、 例 え ば α ア ミ ラ ー ゼ 、 グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ を 挙 げ る こ と が で き る 。

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 の 粘 性 を 下 げ る た め に 、 で ん ぷ ん 分 解 酵 素 以 外 に 、 ペ ク チ ナ ー ゼ 、 セ ル
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ラ ー ゼ を 併 用 し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 α ?ア ミ ラ ー ゼ は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 １ ｇ 当 た り ９ × １ ０
? ５

Ｕ 以 上 ６ ０ ０ Ｕ 以 下 、 好 ま し

く は ８ × １ ０
? ３

Ｕ 以 上 ０ ． ６ Ｕ 以 下 で 添 加 す る 。 グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣

１ ｇ 当 た り ３ × １ ０
? ４

Ｕ 以 上 ２ ０ ０ Ｕ 以 下 、 好 ま し く は ３ × １ ０
? ２

Ｕ 以 上 ０ ． ２ Ｕ 以 下

で 添 加 す る 。

　 セ ル ラ ー ゼ 分 解 酵 素 を 用 い る 場 合 、 添 加 量 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 １ ｇ 当 た り １ × １ ０
? ４

Ｕ 以 上 １ ０ ０ Ｕ 以 下 、 で 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。

　 ペ ク チ ナ ー ゼ を 用 い る 場 合 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 １ ｇ 当 た り １ × １ ０
? ３

Ｕ 以 上 １ ０ ０ ０

Ｕ 以 下 、 特 に １ × １ ０
? １

Ｕ 以 上 １ Ｕ 以 下 で 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 得 ら れ た 発 酵 物 に 含 ま れ る エ タ ノ ー ル 等 の 液 体 成 分 は 、 発 酵 物 を 圧 搾 あ る い は 加 熱 し て

、 発 酵 物 か ら 液 体 を 除 去 す る 操 作 に よ り 行 え ば よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ は 、 粗 タ ン パ ク 質 、 ビ タ ミ ン 類 を 豊 富 に 含 む だ け で な く 、 家 畜

の 病 気 等 の 予 防 に も 優 れ た 効 果 を 有 す る た め 、 動 物 又 は 魚 類 用 飼 料 と し て 利 用 す る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ れ ま で 用 途 の な か っ た キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵

残 物 ） を 動 物 又 は 魚 類 用 飼 料 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。

　 以 下 、 い く つ か の 実 施 例 を 挙 げ て さ ら に 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 （ 含 水 分 率 ７ ５ ％ ） １ ｇ を ８ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 処 理 し た 。

　 つ い で 、 １ ． ０ ユ ニ ッ ト の セ ル ラ ー ゼ 及 び １ ０ ユ ニ ッ ト の ペ ク チ ナ ー ゼ 、 ５ ． ５ ユ ニ ッ

ト の α ?ア ミ ラ ー ゼ 及 び ２ ． ０ ユ ニ ッ ト の グ ル コ ア ミ ラ ー ゼ を 用 い 、 加 熱 処 理 し た キ ャ ッ

サ バ 残 渣 を ３ ７ ℃ 以 上 で 酵 素 処 理 し た 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 酵 素 処 理 後 、 ク リ ベ ロ ミ セ ス 属 マ ー キ シ ア ナ ス （ Kluyveromyces marxianus） を 加 え 、

３ ０ ℃ で 発 酵 処 理 を 行 っ た 。 表 １ に 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 と キ ャ ッ サ バ 残 渣 の 発 酵 物 と に 含 ま

れ る 粗 タ ン パ ク 質 、 ビ タ ミ ン 類 の 含 有 量 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ １ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 表 １ に 示 す よ う に 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 の 発 酵 物 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 に 比 べ 、 粗 タ ン パ ク 質

量 、 ビ タ ミ ン 類 を 豊 富 に 含 み 、 栄 養 分 が 高 い こ と が わ か る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

10

20

30

50



(5) JP  6887631  B2  2021.6.16

　 得 ら れ た キ ャ ッ サ バ 残 渣 の 発 酵 物 を 圧 搾 し て 、 エ タ ノ ー ル を 含 む 液 体 を 除 去 し て キ ャ ッ

サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 製 造 し た 。

　 キ ャ ッ サ バ 残 渣 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） 及 び 、 で ん ぷ ん 未 抽

出 の キ ャ ッ サ バ を 原 料 と し て エ タ ノ ー ル 発 酵 を 行 っ た 後 、 エ タ ノ ー ル を 抽 出 し て 残 っ た 残

渣 （ キ ャ ッ サ バ Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ ） （ Sunshine Biotech International Co.,Ltd製 商 品 ） を 餌 と し

て 乳 牛 に ６ ０ 日 間 与 え 、 ミ ル ク の 生 産 量 、 ミ ル ク 中 の ラ ク ト ー ス 含 量 及 び 、 牛 の 健 康 状 態

を 把 握 す る た め 、 ミ ル ク 中 の 白 血 球 数 と 体 細 胞 数 と を 調 べ た 。

　 結 果 を 図 １ か ら 図 ３ に 示 す 。

　 図 ２ の ミ ル ク 中 の ラ ク ト ー ス 含 量 は 、 ミ ル ク の 品 質 を 示 す 指 標 で あ り 、 ラ ク ト ー ス 含 量

は 値 が 高 い ほ ど 鮮 度 が 高 い こ と を 示 し 、 図 ３ の 体 細 胞 数 も ミ ル ク の 品 質 を 示 す 指 標 で あ る

が 、 体 細 胞 数 が 低 い ほ ど 牛 の 健 康 状 態 が 良 い 状 況 に 保 た れ て い る こ と を 意 味 す る 。

　 な お 、 グ ラ フ 横 軸 の 記 号 「 Ｃ Ｐ 」 は キ ャ ッ サ バ 残 渣 、 「 Ｆ Ｃ Ｐ 」 は キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ

Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 示 す 。 「 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ 」 は 、 で ん ぷ ん 未 抽 出 の キ ャ ッ サ バ を 原

料 と し て エ タ ノ ー ル 発 酵 を 行 っ た 後 、 エ タ ノ ー ル を 抽 出 し て 残 っ た 残 渣 （ Sunshine Biote

ch International Co.,Ltd製 商 品 ） を 意 味 す る 。

　 本 発 明 の キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） を 与 え た 場 合 、 キ ャ ッ サ バ 残

渣 （ Ｃ Ｐ ） 又 は で ん ぷ ん 未 抽 出 の キ ャ ッ サ バ を 原 料 と し て エ タ ノ ー ル 発 酵 を 行 っ た 後 、 エ

タ ノ ー ル を 抽 出 し て 残 っ た 残 渣 （ Sunshine Biotech International Co.,Ltd製 商 品 ） （ Ｄ

Ｄ Ｇ Ｓ ） を 餌 と し た 場 合 に 比 べ 、 ミ ル ク の 生 産 量 が 高 く 、 鮮 度 が よ く 、 乳 牛 の 健 康 状 態 を

良 い 状 態 に 保 つ こ と が で き 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） が 飼 料 と し

て 優 れ た も の で あ る こ と が わ か る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 バ ナ メ イ エ ビ の 餌 と し て 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ 又 は キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 配 合 し た 飼 料

を 用 い （ 飼 料 成 分 を 表 ２ に 示 す ） 、 エ ビ の 稚 魚 ７ 匹 を １ ロ ッ ト と し て 、 そ れ ぞ れ の 飼 料 に

つ い て ４ ロ ッ ト を ４ 週 間 養 殖 し た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 養 殖 後 の エ ビ の 個 体 重 量 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） 配 合 飼 料

を 用 い た 場 合 に 増 加 す る 傾 向 が み ら れ た ほ か 、 生 存 率 に 大 き な 相 違 が み ら れ た 。

　 生 存 率 は 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 を 配 合 し た 飼 料 で ６ ４ ． ３ ％ で あ る の に 対 し 、 キ ャ ッ サ バ 残

渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ （ キ ャ ッ サ バ 発 酵 残 物 ） 配 合 飼 料 で は 、 ７ ５ ． ０ ％ と 高 く な っ て お り 、 エ ビ の

総 重 量 も キ ャ ッ サ バ 残 渣 配 合 飼 料 が ７ ８ ． ９ ２ ｇ に 対 し 、 キ ャ ッ サ バ 残 渣 Ｄ Ｄ Ｇ Ｓ 配 合 飼

料 で は 、 １ ０ ０ ． ３ ｇ で あ っ た 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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